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⽉経前症候群（PMS）を⾷品を通じて改善する
〜うつ症状に対するケフィアの有効性の検討〜
成⽥ 桃⼦（横浜市⽴⼤学2年 理学部）

⽇本では、⽉経のある⼥性のうち70〜80%が、⽣理的に起こる⾝体/精神の失調である⽉経前症候群
（PMS）の症状を持つ。しかし、その症状の明確なメカニズムや基本的な治療法は未だ存在しない。
⽉経前には、⼥性ホルモンの急激な減少が⽣じることや、ストレスと関連するコルチゾールの分泌量
が多いことが報告されている。さらに、腸内細菌はストレスやうつ症状の制御に⼤きく関係している
ことから、「⾷」に着⽬したPMSのうつ症状の治療法/予防法の可能性について、解説する。

うつ症状の発症メカニズム

メカニズム

H︓視床下部室傍核

P︓脳下垂体

A︓副腎⽪質

① CRH（副腎⽪質刺激ホルモン放出ホルモン）

③ コルチゾール分泌

② AC（副腎⽪質刺激ホルモン/コルチコトロピン）

ストレス

うつ症状

⼿法

期待される結果①︓腸内細菌叢解析
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・糞便︓腸内細菌叢解析（次世代 16S rRNA 菌叢解析）
・解剖︓⾎液＝コルチゾール、プロゲステロン濃度

脳＝海⾺/室傍核 NR3c1 mRNA、CRH mRNA 発現解析
・⾏動テスト︓

⾼架式ゼロ迷路テスト、オープンフィールド、強制⽔泳テスト
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PMS発症の要因 プロゲステロンの急激な減少
＝PMS症状発症の要因

＝プロゲステロンの減少は、視床下部の室傍核におけるCRH遺伝⼦、
Nr3c1海⾺mRNAの発現量を減少、コルチゾールを増加させる [1]

（コルチゾール増加による、CRH遺伝⼦、NR3c1海⾺mRNA発現量の減少）
期待される結果②︓⾏動テスト

期待される結果③︓⾎液/脳の解析

ケフィア×腸内細菌×うつ症状

乳酸菌と酵⺟が”共⽣”発酵した発酵乳製品ケフィア

①L. kefiranofaciens GKL-28から分泌される多糖類ケフィラン
が、コルチゾールを減少させる。 [2]

摂取

1. ⾼架式ゼロ迷路テスト︓オープンアーム滞在時間の増加
2. オープンフィールド︓中央滞在時間の増加
3. 強制⽔泳テスト︓不動時間の短縮

②L. kefiranofaciens ZW3 は抗炎症性微⽣物、抗ストレス性
微⽣物の微⽣物量を増加させ、プロテオバクテリアのような病

気やストレスと正の相関を持つ微⽣物量を減少させる。[3]

Ø メスのWistar ラット（６〜７週齢）

Ø 放線菌、バクテロイデーテス、ラクノスピラ科、コリオバクテリウム科、
ビフィドバクテリウム科、アッケマンシア科の微⽣物量の増加 [3]

PMSモデルマウス︓プロゲステロン脱離マウス [4]

⽬的 ⽉経前の⼥性ホルモンの減少と、ストレスの暴露により
さらに増加したコルチゾールを減少させる治療法の探索

研究アイディアの概要

Group ①︓ケフィア
Group ①︓⽔ ＝15⽇〜21⽇

ケフィア摂取による不安様・うつ様⾏動の減少

Group ① ⾎液︓
コルチゾール濃度の減少、プロゲステロン濃度↓

Group ① 脳︓
室傍核 NR3c1 mRNA、CRH mRNA 発現量の増加

④海⾺のグルココルチコイド受容体（GR）感受性変化

過剰/異常

過去の臨床研究[1]の報告による、プロゲステロン脱離により
減少したCRH遺伝⼦とNr3c1海⾺mRNAの発現量と、増加し
たコルチゾールの相関性についてさらに考察する。
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